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1    背景背景背景背景とととと目的目的目的目的    
アパレル業界では，従来，個々の技術者の経

験や勘に頼って生産を行ってきた．しかし近年，
各生産段階へ CAD/CAM 技術[1]が導入されてい
る．アパレル CAD（以下 CADと略称）が導入さ
れた当初は CAD 専用機が必要であったが，近年
Windows 版が開発されたことにより，さらに普
及が進んでいる． 
このような社会状況から，被服構成学におけ

る職業教育として，実践力を養成できる CAD 教
育の必要性が高まっている．しかし，カリキュ
ラムや教材はもとより，CAD のソフトウェアに
ついても教育に用いるには十分とは言えない． 
先行研究[2][3]において，短時間に CADシステ
ムを教育する方法として，既存のスカート自動
作図機能の利用が有効であることが示されてい
る．しかし，教員養成の立場から考えると，家
庭科が男女共修となり，既存の自動作図機能だ
けでは対応ができない．そこで本研究では，こ
のような教育環境に適した，パンツのスローパ
（各種デザインを作成するための原型）を自動
作図する機能を開発する．そして実際に，教育
目的にも有効かどうかを教育現場の利用を通じ
て検証する． 
 
2    自動作自動作自動作自動作図機能図機能図機能図機能    
2.1    自動作図自動作図自動作図自動作図のののの概要概要概要概要・・・・デザインデザインデザインデザイン設定設定設定設定    
 アパレル CAD のソフトウェアには，主に以下
のような機能がある． 
●パターンメーキングパターンメーキングパターンメーキングパターンメーキング：洋服の型紙を作成 
●グレーディンググレーディンググレーディンググレーディング：パターンを各サイズに展開 
●マーキングマーキングマーキングマーキング：所定の布幅に最小の要尺でパター
ンを配置 
自動作図機能は，パターンメーキングの一プ

ロセスである． 
 
 

 
 開発する自動作図機能の対象は，家庭科の男
女共修という面を考慮し，教育機関で使用する
際に有効な基本形のストレートパンツ（図 1，図
2）とする．基本形のデザインを用いることで，
各種のデザイン展開が可能となる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1  デザイン  図 2  パンツのスローパ 
 

2.2    アウトサイズアウトサイズアウトサイズアウトサイズへのへのへのへの対応対応対応対応 
 現在 CAD のソフトウェアにある主な自動作図
機能は，各部の寸法をパラメタ化し，ユーザが
入力したパラメタ値を反映したパターンを瞬時
に作成することができる．ただし，標準寸法を
基準として，細部の寸法は割り出し値から決定
されるので，アウトサイズへの対応が難しい．
そこで本研究ではパンツのスローパ作成におい
て，人体計測データ（和洋女子大学立体構成学
演習における採寸値）をもとに，割り出し値を
吟味して設定した． 
 また，ダーツの本数は，ダーツの変化量に応
じて，１本または２本に自動的に決定するよう
にした．さらに，ユーザがダーツの本数を選択
できるようにし，デザイン展開への拡張性を図
った． 
2.3    ステップステップステップステップモードモードモードモード・・・・ガイドガイドガイドガイド表示機能表示機能表示機能表示機能のののの開発開発開発開発 
 既存の自動作図機能は，パラメタ値を反映し
た完成パターンだけを出力するものである．し
かし，教育用として用いるには，スローパがど
のように作図されているのか，そのプロセスを
示すことも重要である． 
 そこで，スローパの作図プロセスを示すこと
ができるステップモード機能，および作図の細
部を表示できるガイド表示機能を開発した． 
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図 4 操作パネル 

3    外部仕様外部仕様外部仕様外部仕様 
3.1    実装環境実装環境実装環境実装環境 
 CAD のソフトウェアには，職業教育を意識し
て，多くの教育機関や企業で使用されている東
レ ACS株式会社の CREA COMPO Version1.9を使
用した．このソフトウェアの専用言語である
TMS 言語を用いてコーディングを行った．開発
した自動作図機能はマクロに登録し，プルダウ
ンメニューから使用する． 
3.2    インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース 
  今回開発した機能のインタフェースは図 3 に
示すとおりである．ユーザは，右のパラメタボ
ックスに各自の採寸した数値を入力し，以下に
示すモードを選択する． 
●ノーマルモードノーマルモードノーマルモードノーマルモード：完成パターンだけを出力 
●ステップモードステップモードステップモードステップモード：作図のプロセスをユーザの要
求に応じて表示 

図 3  インタフェース 
 

3.3    ステップモードステップモードステップモードステップモード 
 ステップモードを選択した場合は，6 段階の作
図プロセス[5]が表示される．各ステップは操作
パネル（図４）に示すとおりであり，「①前パ
ンツ基礎線→②前パンツの
全体ライン→③前ダーツ→
④後ろ基礎線→⑤後ろパン
ツの全体ライン→⑥後ろダ
ーツ」とした． 
 ユーザは、Enter キーとス
テップに応じて切り替わっ
ていく操作パネルのボタン
を使用して，操作を行う． 
 さらに，作図の全プロセ
スを画面左側に表示し，現
在どのステップを実行して
いるのかを確認しながら操
作できるようにした． 
  

3.4    ガイドガイドガイドガイド表示表示表示表示 
ガイド表示として，以下の 2点を開発した． 

●詳細な作図プロセスを示す，基礎線の分割マー
クを表示する機能を開発した． 
●機能の使い方や説明は，F1 キーを押すことで説
明資料が表示できるようにした． 

 
4    ユーザユーザユーザユーザ評価評価評価評価 
和洋女子大学家政学部服飾造形学科 1 年生， 

55 名に対して 1 コマ（90 分）の授業中にユーザ
評価を実施した．この授業に向けて，工程を詳
細に示したテキストを作成し，自動作図を利用
してデザイン展開を行った．そして，受講した
学生を対象に集合調査法で評価を実施し，「わ
かりやすい，便利，簡単」などの良い評価を得
ることができた． 
  
5    まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題 
 本研究では，CAD 教育で使用するためのパン
ツのスローパを自動作図する機能を開発した．
パンツのスローパには，①アウトサイズ対応，
②ステップモード，③ガイド表示などの新しい
機能を追加した．授業で用い，ユーザ評価を行
った結果，スムーズでわかりやすい授業を行う
ことができ，また学生による調査結果も良好で
あったことから，教育用スローパとしての有効
性は高いと判断できる． 
 今回は，既存の CAD ソフトウェアに機能を追
加登録する形式で開発したため，インタフェー
スの細部の仕様に制限があった．今後は，CAD
ソフトウェアとは独立に CAD 教育に有効な機能
を実現していく予定である． 
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